
高浜発電所４号機の原子炉自動停止について
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〇高浜発電所４号機は、定格熱出力一定運転中、１月３０日１５時２１分、「PR中性子束急減
トリップ※」の警報が発信し原子炉が自動停止した。

※運転中の中性子を測定する検出器が４つ設置されている。中性子検出に異常があった場合、原子炉をトリップさ
せ警報が発信する。

〇１月３０日００時１２分「ＣＲＤＭ重故障※」の警報が発信し、制御棒を電磁力で保持している
２ヵ所のラッチ（爪）のうち１ヵ所のラッチ（爪）の電流値が通常よりも低いことが認められたた
め、駆動装置制御盤内の詳細点検を行っていた。

〇なお、制御棒駆動装置の故障を示す警報は、１月２５日７時２４分と１月２９日１６時４６分に
も発信していたが、電流値等に異常は認められず、警報はリセットされていた。

※CRDM（制御棒駆動装置）の故障を示す警報
制御棒を電磁力で保持している２ヵ所のうち、1ヵ所以上で電流の異常を検知するなど、駆動装置の不調を検知し
た場合に発信する警報
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PR中性子束
急減トリップ 制御棒の連続挿⼊及び落下

１次冷却材ほう素濃度の
過度の濃縮

給⽔または主蒸気流量
の異常急減

制御棒制御系の異常

設備の健全性調査

関連作業の有無調査

運転操作の有無調査

プラントパラメータの調査
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原因調査に関する点検項目

誤信号の検出 設備の健全性調査

原子炉安全保護盤

炉外核計装盤

安全保護系計器ラック


